


　　絵更紗では手描き、 芋版、 型染めなど様々な技法が用いられます。 ろうけつ染めでは、 防染のた

めに置いたろうの割れ目からしみ込んだ染料が独特の効果を浮かびあがらせています。 芋版では、 同

じ柄の繰り返しと色と柄の微妙なずれが、 素朴でリズミカルな美しさを醸しています。

　　ミュージアムでは竹尾千代の作品と併せて下絵や道具類、 手本とした元井三門里の原画帳など

を収蔵していますが、 ここでは、 作品とその元になった下絵との対比をご覧いただきます。

左　名古屋帯 「カキツバタ大柄唐草文様」　
         主な技法　ろうけつ染め

右　半幅帯 「片変わり丸文様」　
         主な技法　芋版

下　巾着　主な技法　芋版

下絵と作品

上　扇子「草花文様」とその下絵

下　名古屋帯「輪つなぎ文様」とその下絵

絵更紗の技法

絵更紗とその展開

上　  色ちがいの帯と巾着

           　同じ図柄でも色により印象は大きく異なります。
下左　竹尾千代の道具　絵具皿　乳鉢と乳棒

　　　      　顔料調合のために使用したものと思われます。
下右　絵更紗実習授業の写真

           　1950 年代、 被服学科で開講された授業風景です。
           　元井三門里氏の娘登志氏が講師に招かれました。

次回の展示は 2024 年 1 月を予定しています。


